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チしている。その結果，燧灘のタチウオにおいては 5 ⽉から 10 ⽉にかけて⽣殖腺が発達し，
より温暖な⽔域よりも繁殖期のスタートが少し遅い傾向にあることが明らかにされた。また，
燧灘のタチウオがやや⼩型で成熟する傾向にあることが初めて明らかにされた。 
第４章では，燧灘のタチウオの繁殖特性を，卵巣における成熟プロセスとバッチ産卵数に基
づいた研究成果がまとめられている。その結果，タチウオのメスの産卵数が体の⼤きさに応じ
て増加すること（5600-60000 粒），卵巣内の卵成熟が産卵期間内に複数回⽣じる可能性が⾼
いことが明らかにされている。これらは，タチウオ資源の再⽣産活動における⼤型メスの貢献
度の⼤きさを⽰唆するデータとなっている。 
 第５章は総合考察として，本研究により明らかとなった燧灘周辺海域におけるタチウオの⽣
態学的特徴について総括されている。 
 これらのように，本論⽂は瀬⼾内海燧灘のタチウオの⽣態解明を⽬指し，粘り強く取り組ま
れた研究成果がまとめられたものであり，⽣物学・⽔産学・⿂類学における学術的意義が⼗分
に認められるものと評価された。 
 
以上，審査の結果，本論⽂の著者，新野洋平⽒は博⼠（農学）の学位を授与される⼗分な資
格があると認められる。 
 
 
